
登録再生利用事業者 [全事業共通項目] 業界自主基準 現地確認チェックシート                                         一般社団法人 全国食品リサイクル連合会 

調査年月日には実際に調査した日付を記入すること 

調査対象欄には 調査対象の会社名を記入すること 

調査者には、審査人の名前を記入すること 

実施確認の結果評価については、不適合が出た場合、適合するまで是正すること 

 

 

 

☑実施 （実施していることを確認） ☑対象外（対象としない項目を確認）☑今後検討（次の更新審査までに取り組む） 

４．排出事業者との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

契約前、随時、要望の都度施設見学会を実施 ☑ □ □ 施設見学実施記録表 最低月１回、その他必要の都度実施（行政） 

イベントの開催（食育ツアー・農業体験等） ☑ □ □ リサイクルループ現地研修 JICA(インドネシア・サモワ・フィジー等)堆肥づくりを体験（食品残

差を細かく包丁でカット。スコップ作業で木くずチップと撹拌するな

ど）サツマイモ芋ほり 

廃棄証明証の提出 □ ☑ □ なし 自社搬入で市の埋め立て処分場へ搬入（委託事業） 

法令の相談にのっている ☑ □ □   

付加価値商品の紹介（消臭剤他） □ ☑ □   

排出事業者に出向いて分別教育 □ ☑ □   

メール配信により情報提供（メディア掲載情報

等） 

 ☑ □ □ 行政 全食リ連からの法改正や通知などのメールを市に転送している 

生産者へのヒアリング結果を報告 □ ☑ □   

インターネットによる情報公開（見える化） □ □ ☑ Facebook 次の更新までに社員 Facebook を立ち上げ、情報発信する。 

５．農林漁業者との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 メモ 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

試験機関等のデーター公開（成分・分析） ☑ □ □ 成分分析表 農家さんが買い取りに来た際、成分分析表のコピーを渡している。 

リサイクル製品の率先購入や斡旋・販売支援 ☑ □ □ 菜種油 ななくさ農園にて販売 

生産者以外の卸売業者、小売業者との意見交換 □ ☑ □   

リサイクルループの奨励活動（地域マッチング支

援） 

☑ □ □  排出者が市民なので食品関連事業者に該当しないため食品リサイクル

ループの認定の対象とならなかった。 

国や地方自治体における補助金等の情報提供（生

産者経営基盤強化・コスト低減） 

□ ☑ □   

生産者の活動をＰＲ支援 ☑ □ □ 会社において自販機の設置 伊藤園のお～いお茶 

生産者の負荷業務支援（労働支援・改善策支援） ☑ □ □ 堆肥散布車２台 菜の花の刈り取り、そばの刈り取り、堆肥散布（委託事業） 

６．一般消費者との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

調査年月日 調査対象 調査者 区分 確認者 

令和４年 10

月 25 日 

会社名 ㈲そおリサイクルセンタ

ー 

 

所属 全食リ連 

担当者名 松岡力雄 

新規 宮地光弘 

実施確認の 

結果評価 
評価  合格・不合格 

 



情報公開 

ＰＲ等 

地元行政や関係団体・消費者現場との連携 ☑ □ □ 小学校４年生の社会科見学 伊崎田小学校や志布志小学校を含む１３校、松山中学校１校 

口コミ活動（宅配カタログ配布支援等） ☑ □ □ 回収現場の生ごみバケツ 励みの置手紙（いつもありがとうございます） 

イベントの開催及び支援（見学試食会の開催等） □ ☑ □   

テレビ・新聞・雑誌への広報活動 □ ☑ □  地元紙及び業界紙 

フード・アクションアワードへの参加 ☑ □ □ 菜種油（ヤッタネ！菜ったね！） 菜の花エコプロジェクト 

７．周辺住民との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

周辺住民の行事に積極参加（交流） ☑ □ □ ふれあいフェスタ（秋） 菜種油でサツマイモの天ぷら 

住民説明会の実施（定期・随時） ☑ □ □ 住民協定書はあり 桃ノ木集落長に対し、年１回は臭気測定結果を見てもらい、その他３

回はご挨拶に伺う 

イベントの開催または支援 ☑ □ □ 行事協賛金 

草刈りパッカー車 

（５千円～５万円） 

貸出 

苦情受付の受付と対応 ☑ □ □ クレーム報告書を記入 堆肥化施設においてクレームなし 

学校給食３Ｒ推進（市の教育委員会や環境行政と

連携） 

☑ □ □ 志布志市・大崎町の委託契約書 

 

行政との委託事業で実施 

志布志市の給食センターに、ななくさ農園の有機野菜を販売している 

８．国や地方自治体との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 メモ 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

関係行政への定期訪問・担当者との継続意見交換 ☑ □ □ 志布志市・大崎町 月２回定期報告・必要の都度 

国や地方自治体の施策の把握や情報収集 ☑ □ □ 全食リ連の Zoom 理事会 環境省・農林水産省等の最新情報を入手 

国や地方自治体からの講師依頼を積極受託 □ □ □ 一般財団法人 鹿児島県環境技術協会 湯地講師（かごしまカーボンニュートラルシンポジウム 事例発表） 

国や地方自治体からの専門委員委嘱 □ □ □ 鹿児島県 地球温暖化防止活動ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ（講師） 宮地社長 

国や地方自治体からの表彰授与 □ ☑ □   

国や地方自治体の施設見学の積極的受け入れ ☑ □ □   

国や地方自治体開催研修会への積極的参加 ☑ □ □ 更新許可講習会  

９．再生利用品の品質向上 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 メモ 

積極的取

組姿勢 

第三者機関の品質保証制度取得の検討（ＦＲ認

証・エコフィード認証制度） 

☑ □ □ 日本土壌協会（FR 認証） 

NPO 法人鹿児島県有機農業協会（有機 JAS 認証） 

お帰り環ちゃん ４６０２０１１６ ２０２５年２月２８日有効 

お帰り循ちゃん ４６０１０１１６ ２０２５年２月２８日有効 

認証に係る農林物資の種類）有機農産物（畑）認証番号１１３２号 

有機加工商品（㈱ロハス出資）認証番号加工１１３７ 

都道府県の再生利用製品認定制度取得の検討 □ ☑ □   

大学など地元研究機関や試験場と連携した高品

質化・安全性評価の向上 

☑ □ □ 鹿児島大学（ひまわりオイル及び脱脂種子） 

宮崎大学（エコフィード 牛・豚） 

共同研究５年目 

共同研究６年目 

 地元農家からの利用評価（ヒヤリングと改善） ☑ □ □ お茶農家さん 回収時ヒアリング 

 

 



１０．人材育成（役員、社員教育） 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 

 

メモ 

研修会等

への積極

参加 

行政や関係機関、業界団体主催の研修会等に参加

しているか？終了証書の確認 

☑ □ □ 各種講習会終了証 収集運搬・処分更新許可終了証・破砕リサイクル施設技術管理士・有

機性廃棄物資源化施設技術管理士・優良産業廃棄物処理業者育成研修

会（愛媛県）・安全運転管理者講習会（愛媛県公安委員会）等 

外部機関

の活用 

外部専門機関から講師を招き、専門テーマごと勉

強会を実施している。 

☑ □ □ お茶の水大学 高丸先生（女性）志布志市 

国立女性教育会館 オフィスピア 高崎めぐ先生  

ＺOOM 教育 

４か月に１回（コミュニケーション）退職者が続いたため 

資格検定

の習得（業

務に必要

な資格等

の確認） 

関係資格の積極的取得（プロ意識の向上） 

土壌医検定等他 

☑ □ □ 資格者一覧 収集運搬・処分更新許可終了証・破砕リサイクル施設技術管理士・有

機性廃棄物資源化施設技術管理士・優良産業廃棄物処理業者育成研修

会（愛媛県）・安全運転管理者講習会（愛媛県公安委員会）等 

ＦＡＭＩ

Ｃ研修 

農林水産消費安全技術センター主催の研修会等

に参加しているか？終了証書の確認 

□ ☑ □   

 

特記事項 

① 「美しい地球を子供たちに」をスローガンに平成 11 年から志布志市が市民参加型の環境保全政策を開始。大崎町は平成 12 年から同政策を開始。当時、残余年数 10 年も無いと推定された最終処分場の延命の

ため、市町と市民町民とそおリサイクルセンターが一体となって非焼却型ごみ減量に取り組む。平成 16 年から全域で一般家庭から生じる生ごみの分別回収及び肥料化を行っているケースは全国でも希少なモ

デルケースとして大きく注目されている。 

② 製造された肥料は、ななくさ農園で活用され菜種油などに製品化し、食リ業界初の有機 JAS 認定を受けており先進的な取り組みである。 

 

③ JICA 活動にも参加しており、国際交流について熱心に活動している。（インドネシア・サモワ・フィジー等、堆肥づくりを体験等）平成 24 年から 5 年間にかけて、インドネシアのデポック市とゴミの減量に

よる処分場の延命化を目的に、志布志市とそおリサイクルセンターのノウハウを提供し、現在も国際貢献を継続している。 

④ 再生利用品の品質向上のため、一般財団法人日本土壌協会から FR 認証を取得しているとともに、鹿児島大学（ひまわりオイル及び脱脂種子）宮崎大学（エコフィード 牛・豚）とも共同研究を行っている 

⑤ 課題として挙げられていることは退職者が続いたことによる人材確保と人材育成であり、宮地社長、中堅管理職、社員、派遣社員といったそれぞれのポジションにおいて、コミュニケーションを図り、その能

力を高めるため、外部専門機関から講師を招き、女性の視点からお茶の水大学 高丸先生（女性）国立女性教育会館 オフィスピア 高崎めぐ先生（女性）など Zoom を活用した教育にも力を入れている。 

 

総評 

① 次の更新審査までに、会社の Facebook など SNS を立ち上げ、社員が情報発信することで、求人につなげることを目標に挙がられた。 

② また農業関係者との関係づくりにおいて、肥料を買いに来られた際、購入者からの口コミ評価について日報にメモを取ることとした。 

③ 過疎地ゆえ高齢化と人口減少により新たな人材の確保が直近の課題であり、車通勤できる周辺３０分程度の地元関係者に対し、普段から知己地縁情報にアンテナを張るなど社員全体が求人難の当事者意識を持

つこと。また、採用された場合には紹介者に報奨金を払うなどの工夫も一考と考える。また、Facebook などを活用した従業員自らの情報発信などの強化に期待したい。 

 

 

 


